
④処理物の水分率



着火工程で原料に着火後は、永久に原料の
可燃性ガスのみが燃焼して自燃を繰返し、
炭化工程においては燃料を一切使用しません。
自然環境にて連続的に生産される炭化物の
特徴は均一性を持った高炭素炭の生産が
連続的に行われるシステムです。

○本技術は１台で均一な不燃炭とバイオ炭と焼却灰が選択生産可能

特徴
１．極端に安価 ：炭化工程は自燃方式のため、ランニングコストが不要である、又内熱式のた

め総排ガス量が少なく排ガス浄化設備の小型化が計れる。
２．水分50％の原料を炭化 ：処理対象原料の燃焼ガスは上流に流れ、原料供給機より搬入される原料を

乾燥し炭化する。
３．地球環境にやさしい ：処理対象原料のガスが燃焼する為の最小限度の空気しか送りこまない為、

システム 焼却炉と比較しＣＯ２（二酸化炭素）を５０％節減する。
４．高炭素炭の炭化物 ：搬入原料の水分などが変化しても自然現象で燃焼部が移動するため、均一

を生産 な炭化物を生産する。

５．運転管理が容易 ：構造がシンプルのため、全自動システムの運転管理が容易。

６．設置面積が省スペース ：シンプル構造であり排ガス浄化設備が小型化のためイニシャルコストが安価。

７．消耗部はﾕﾆｯﾄごと交換 ：キルン部分とスクリュー部分はユニット交換方式のためメンテナンスが容易 。

弊社のロータリーキルンは水平螺旋方式を採用

内燃式自燃方式とは

○排熱利用は発電利用や各種の熱源としての利用が可能です

前川製作所の技術は内燃式自燃方式です


